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 論  文  名： MicroRNA-125b expression and intrahepatic metastasis are predictors     

         for early recurrence after hepatocellular carcinoma resection 

     （MicroRNA-125b と肝内転移は肝細胞癌切除後早期再発予測因子である） 

 

 区  分：甲  

 

 

論  文  内  容  の  要  旨  
 

【目的】肝細胞癌の肝切除後再発率は術後１年で 10％以上、5 年後には約 70%と高く、切除

後の肝細胞癌の早期再発は予後不良因子として知られている。本研究では、肝細胞癌切除後

の早期再発診断に有用な microRNA(miRNA)を同定することを目的とした。 

【対象と方法】早期再発および転移の危険因子を同定するために、原発性肝細胞癌切除術を

受けた 694 例を解析した。次に、16 症例の肝細胞癌切除試料(癌部、非癌部組織)を用いて

網羅的発現解析（miRNA マイクロアレイ）および定量 PCR を行い、癌部および非癌部組織に

おける microRNA 発現を評価した。切除後 1 年以内の再発した患者を早期再発群、切除後 1

〜5 年以内の再発した患者を晩期再発群、5 年以内に再発しなかった患者を非再発群と定義

した。今回、microRNA 発現と臨床病理学的特徴との関係を評価し、単変量多変量解析にて

早期再発寄与因子を同定した。 

【結果】多変量解析により、腫瘍マーカーAFP>31 ng/ml、腫瘍径>4 cm、肝内転移が早期再

発および転移に寄与する因子であった。次に、術後無再発群（6 例）と再発群（10 例）の

癌部・非癌部 miRNA マイクロアレイを用いてクラスター解析により、再発群癌部において、

無再発群癌部および両群非癌部より発現低下を認める因子として microRNA(miR)-125b、

microRNA(miR)-148a を抽出した。癌部/非癌部の miR-125b 発現量比は、早期再発群におい

て晩期再発群および非再発群と比較し有意に低く、 miR-148a では差を認めなかった。

miR-125b 低発現群は、 miR-125b 高発現群と比較すると無病生存期間は不良であった

(P=0.03)。単変量多変量解析の結果、肝がんにおける miR-125b 低発現と肝内転移は、肝細

胞癌切除後の早期再発、無病生存期間の独立した寄与因子であった。 

【結論】肝がんにおける miR-125b 低発現および肝内転移は、肝細胞癌切除後早期再発の予

測に有用であることが示唆された。 

 


